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　 3月 4日から19日まで開かれた第 1回市議
会定例会で、新年度予算が可決されました。
　今回の特集では、新年度予算の編成方針、
規模や概要、重点的に取り組む事業などを
紹介します。

減税」により個人市民税の減少
を見込んでいます。
　「定額減税」による減収につい
ては、その全額が国から補てん
されるため、地方特例交付金が
増加しています。
　構成比については、市税など
の自主財源が58.3％、国から

交付される地方消費税交付金や
市債などの依存財源が41.7％と
なっています。
　市税が歳入全体の43.8％を
占め、次いで依存財源である
国庫支出金が11.8％、県支出金
が7.3％、地方交付税が7.2％と
なっています。
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市債　5.4％

使用料及び手数料　2.0％

歳入の構成比
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その他　1.6％

国庫支出金　11.8％

地方特例交付金　1.5％
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　一般会計の歳入は、根幹であ
る市税が前年度比1.5％減の278
億1,000万円となり、賃上げ傾向
による給与所得の増が見込まれ
るものの、国の施策である「定額

一般会計
（歳入）

区　　分 令和 6年度
当初予算額

令和 5年度
当初予算額 前年度比

自 

主 

財 

源

市 税 278億1,000万円 282億2,000万円 △ 1.5 %

諸 収 入 32億3,638万円 28億5,113万円 ＋ 13.5 %

繰 入 金 25億7,949万円 23億2,161万円 ＋ 11.1 %

使用料及び手数料 12億7,874万円 12億1,316万円 ＋  5.4 %

繰 越 金 10億5,000万円 9 億円 ＋ 16.7 %

そ の 他 10億7,994万円 11億7,686万円 △ 8.2 %

依 

存 

財 

源

国 庫 支 出 金 75億1,636万円 76億1,214万円 △ 1.3 %

県 支 出 金 46億6,859万円 41億8,090万円 ＋ 11.7 %

地 方 交 付 税 46億円 38億円 ＋ 21.1 %

地方消費税交付金 39億3,000万円 45億2,500万円 △ 13.1 %

市 債 34億2,450万円 35億5,020万円 △ 3.5 %

地 方 特 例 交 付 金 9 億2,300万円 2 億3,800万円 ＋ 287.8 %

そ の 他 14億6,300万円 13億6,100万円 ＋ 7.5 %

合　　計 635億6,000万円 619億5,000万円 ＋ 2.6 %

予算総額
1,780 億
   2,600 万円

一般会計　   635億6,000万円    （＋  2.6％）
特別会計　 646億2,800万円（＋12.2％）
企業会計　 498億3,800万円（△  1.4％）

前年度比

予算編成の基本方針
　本会議初日に石田市長が述べた新年度の
予算編成の基本方針や市政運営の要旨を
抜粋して紹介します。

日本一を実感できるまちづく
り」を推進するため、令和 ６
年度は、「共創の芽吹く年」と
して、昨年までの「共創」の
取り組みをさらに深化させ、
芽吹き、育つ年として「共創」
の大きな輪を広げてまいりた
いと思っております。
　地方の予算編成の指針とな
る地方財政計画におきまして
は、社会保障関係費や人件費
の増加が見込まれる中、こど
も・子育て政策の強化など、
さまざまな行政課題に対応し、

こととなっているため、地方特例交付金が
大幅増となるほか、地方交付税も増額とな
るなど、一般財源の総額は前年度比2.1％の
増としております。
　歳出につきましては、「共創の芽吹く年」
をテーマに、3つの重点項目「水都大垣の
再生」、「まちの拠点づくり」、「子どもの居場所
づくり」に関する取り組みを進め、「大垣市
未来ビジョン第 2 期基本計画」に掲げる
「選ばれるまち大垣」の実現に向けたまち
づくりを着実に推進していく予算として
おります。

「住んでよかった」「いつまでも事業を続けたい」
と思ってもらえるまちであり続けるとともに、
他の地域の方々からも「住んでみたい」
「起業してみたい」と思われる「選ばれるまち
大垣」の創造を目指しております。
　その実現に向け、5年間の重点プロジェクト
である「安全で安心できるまちづくり」、
「希望あふれる活力あるまちづくり」、「子育て

　本市には、大きく分けると一般会計、特別会計、企業会計
の 3 つの会計があります。
①一般会計…市税や地方交付税などの収入で、子育てや福祉、

教育、環境など、皆さんの生活に関わりの深い事業を
行う会計です

②特別会計…保険料などの特定の収入で特定の事業を行い、
一般会計とは別に経理する会計です。国民健康保険や
介護保険、後期高齢者医療など11の特別会計があります

③企業会計…民間企業と同じように、主にサービスの提供に
より得た収入で、その支出を賄う会計です。病院や水道
などの 6 つの企業会計があります

大垣市 会計の種類

行政サービスが安定的に提供できるよう、
地方交付税などの一般財源総額について、
前年度を上回る額が確保されました。
　こうした中、本市の令和 ６年度一般会計
予算は、歳入につきましては、賃上げ傾向
などを反映し、給与所得の増が見込まれる
ものの、国が実施する「定額減税」の影響
により、個人市民税は減収になると見込み、
市税全体で前年度比1.5％の減としており
ます。
　一方で、「定額減税」による個人市民税の
減収については、国から全額補てんされる

「共創の芽吹く年」として
　　選ばれるまち大垣の実現へ

令和 ６年度
予算特集

　令和 ６年度は、私
が市長に就任させて
いただいてから初め
て策定いたしました
「大垣市未来ビジョン
第 2期基本計画」も
2年目に入ります。
　希望あふれる産業
文化都市を実現する
ため、市民や市内
企業の皆様から、


